　　青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年2月25日　担当：三浦　理見

	登　録　者
	氏　名　　　　繁名　和恵　　様　　　　　男・女　　　　昭和39年1月1日生（43歳）

	
	〒039-1104　八戸市田面木字赤坂35－35　　　　　　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和55年2月頃（16歳時）
	罹 患 期 間
	約　27年　

	
	入院回数
	　　　　　5回
	延べ入院年数
	約12年11ヶ月

	医療機関
	　八戸赤十字病院（主治医　渡邉Dr）

　青南病院　　　（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週金曜日（隔週）

毎週水曜日

	医療区分
	生活保護

（担当:高橋氏）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（月額　6.6万円）

生活保護受給　　（月額　2.6万円）　　　合計9.2万円

※自炊により、食費過払いとなっていたが、9月分より食費定額支給となり、受給額が増加する。

	
	その他
	　

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　18年　4月　20日
	身長
	163cm
	体重
	58kg

	最終学歴
	八戸技術専門学校（洋裁科）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　八戸モードセンター（昭和55年～昭和57年）

NSニット洋裁株式会社（平成7年9月～平成7年10月）
	

	保　護　者
	氏　名　繁名　君枝　様　　　　　　　　　続柄　姉　　　（同居　・否）

	入所目的

· 集団生活の中で社会生活に必要な規則や技術を身につけたい。

・　薬の自己管理を行いたい。

	入院・治療歴　

①昭和55年2月　～　昭和55年6月（4ヶ月）　　入院　　　松平病院

昭和55年6月　～　昭和57年3月　　　　　　  通院　　　市民病院・松平病院

②昭和57年3月　～　昭和63年6月（6年）　　　入院　　　松平病院

　昭和63年6月　～　昭和63年7月　　　　　　　通院　　　松平病院

③昭和63年7月　～　平成3年9月（4年）　　　 入院    　八戸赤十字病院

　平成3年9月 　～　平成7年　　　　　　　　　 通院      八戸赤十字病院

④平成6年　　 　～　平成8年（2年）　　　　　 入院　　  八戸赤十字病院

　平成8年　　　 ～  平成17年9月　　　        通院　　　八戸赤十字病院

⑤平成17年9月　～　平成18年4月（7ヶ月）　　入院　　　八戸赤十字病院

　平成18年4月　～　　　　　　　　　　　　　　 通院  　  八戸赤十字病院

	生活歴　

S39年八戸市にて同胞6名の末子として出生。八戸技術専門学校（洋裁科）で勉強しながら、附属の洋裁会社へ勤務していた。勤めて1年後程で、幻聴が出現し、S55.2月（16歳時）、松平病院へ初回入院。退院後も通院加療継続しながら仕事を続けるが副作用による眠気により仕事にならず2年ほどで仕事を辞め、同院へ2度目の入院となる。その後通院加療を行うが、松平病院から八戸赤十字病院を紹介され3度目の入院をする。退院後、根城にアパートを借り父と2人で生活を始めるが病状悪化し、4度目の入院。退院後は「コスモス園」（小規模作業所）に通い始めるが、H15.4月に家族に無断で単身生活を始めてから生活リズムが崩れ、幻聴独語が著しく寝たきりとなる。H17.9月衰弱し近所の人へ助けを求めて搬送され、そのまま同院へ5度目の入院する。青山荘へ入所申請をしてからも、本人の体調が優れず入所を見送っていたが、体調が回復したとのことでH18.4.20入所となる。
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家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在、父は老人施設へ入所中。母は本人が20歳時死亡。他姉妹が遠方に住んでいるが、交流がなく、本人も他姉妹の情報は知らない。

市内に住んでいる二姉（君枝氏）が保護者であり、過去は共に暮らしていた事もあるが、施設入所中の父の世話や、三姉も同じく統合失調症を患っていることからの精神的ストレスも大きい。保護者からは必要最低限の連絡しかとっていないが、最近では本人から外出時に二姉宅へ寄ることや、電話連絡を行う様子も見られている。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

平成　20年　2月　25日　（月）

	氏　名
	   繁名　和恵様
	男・女
	生年月日
	　昭和　39　年　1月　1日（　43歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：日常生活を規則正しく送り、病状の安定を図る。
短期目標：体調をコントロールしながら、時間通りにデイケアを利用できる。

	これまでの経過（前回評価日　19年　11月　26日）

	【前回の問題点】

①デイケア通所時間を守る事が出来ない

依然、平日は毎日のようにデイケア通所前に職員の声掛けを要している状態が続いている。不調時には事前に遅刻通所の希望や連絡を入れることもあるが、大半は自室で臥床していることが多い。遅刻時には自らデイケアへ連絡することが出来るようになったものの、未だ時間内に通所する事への意識付けが図られておらず、体調良好であっても準備に時間がかかり結局10時を過ぎてからの通所となることが多い。同時に早退も多く1日を通して通所出来る日は数少ない。しかし、日によっては帰りたい気持ちを抑え、デイケア内にいながら休むということを選択できるようにもなってきたとのこと（デイケア担当スタッフより）。

②定期的な入浴

　「入浴カレンダー」を用い入浴予定日と入浴のチェックを行うことで、週1回程度の入浴から週2回程度まで回数が増加。また、デイケアスタッフの促しや本人希望からデイケアでの入浴も週1回程度で行われており、以前より保清されている。体調不良時や月経時の入浴拒否は未だ続いているものの、デイケアでの入浴が行われることで以前より「入れる時（体調が良い時、気分転換を図りたいと感じた時）」に入浴可能な環境改善が図られ不定期ではあるものの保清はできている。

③退所に向けた生活訓練

　病状不安定ではあるものの、必要最低限の生活能力は持ち合わせており、前回会議でも退所先としてグループホームや単身生活において、訪問看護や世話人、青明舎利用等の支援を受けながらの生活も検討として挙げられていた。本人へも会議時に検討された内容については担当職員より報告しており、入所延長一本だけではなく、入所満期で退所し様々な地域支援を受けながらの生活も考えられること、今後家族面談も含め検討を行っていくことや生活の安定として定時の起床やデイケア通所など本人なりにも生活訓練を意識するよう説明していた。本人なりにも退所先については様々検討しているようだが、現在の病状（幻聴・妄想に左右されてしまい、活動困難となること）や生活状況（時間を守った生活が送れないこと、病状によって食事が摂れず、幻聴が強く服薬も行いたくないという気持ちになってしまうこと）からも入所満期での退所しグループホーム・単身生活を行うことへの強い不安があると相談してくる。その後も「だから月山に行って御祓いしてもらいます。アパートで一人暮らしできるかもしれない」と幻聴・妄想と現実（母親が宗教信仰者であり、幼少時から自分も信心してきたこと）が混同し現実検討困難となってしまうこともあった。

【今回問題点について】

今後の生活について本人は１年間青山荘入所延長した後、単身アパート生活を送りたいと希望している。（保護者の姉がアパート保証人になってくれそうにない・GHに空きがない等現状から退所希望先にも迷いが生じているようだが、真に自分が希望する場所として尋ねるとアパート単身生活しか考えられないとのこと）現在の生活における問題には病状に関連して起こるものも多く、本人の病状・体調コントロールについては職員介入では改善できない点もある。そういった点も含め、退所後の生活を見据え青山荘入所中に生活改善を図っていかなければならない。



	検討課題
	介入方法

	退所先の具体化
	· 3月中に保護者の姉へ連絡調整を行い、面談実施し現在の生活状況・本人の希望・家族の希望も含めて今後の処遇を決定する。

· 本人の希望や話しの内容も病状や体調で左右されやすく不明確であるため、体調を見ながら定期的に面談・アセスメント実施しながら共に希望や課題を明確にし、今後の生活について本人自身も具体化して考える場を設ける。

· 現在の生活における問題点（デイケア通所・食事摂取・自己服薬管理・整容・社会マナー等）についてもその都度個別支援を行い、本人へも自己の問題点を再認識していただきながら、希望する退所先での生活に近づく事が出来るよう動機付けを行いながら改善を目指す。

生活の場

可能性

希望

必要な生活能力

予測される問題

必要な支援体制

青山荘

（延長）

◎

１

· 現状維持

· 現在の問題点を残り1年で改善

・青陽館

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾎｰﾑ

△

３

・　対人関係

・　病状・服薬管理

· 食事摂取

· 金銭管理

· 日中活動（デイケア通所）

· 病状悪化時の対処

· 誤った判断による頓服服用

· 対人トラブル（幻聴・妄想による滅裂言動・不調を理由にした活動拒否）

· デイケア通所拒否

· 生活リズム・食生活の乱れ

· 訪問看護

· 世話人

· 青明舎訪問

· 青陽館

アパート

△

２

・　病状・服薬管理

· 食事摂取

· 金銭管理

· 日中活動（デイケア通所）

· 病状悪化時の対処

· 誤った判断による頓服服用

· デイケア通所拒否

· 生活リズム・食生活の乱れ

· 訪問看護

· 世話人

· 青明舎訪問

· 青陽館

保護者宅

×

×

※姉宅での生活は否




修正プラン実施評価日： H　20年　4月　21日（月）　青山荘地域交流活動室
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老人施設入所中














保護者：君枝様





本人（43歳）











